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・食品ロス削減に向け、事業者や市民との協働によるしくみを作る。

【サーマルリサイクルについて】

・たい肥化等を進めるだけではなく、廃棄する未利用食品ゼロを目指した啓発が必要ではないか。

・ごみのリサイクルの一環としてサーマルリサイクルを入れるべきではないか。

基本理念・基本方針に関するご意見

【計画全体について】

【プラについて】

・Refuse（「もったいない」、「かしこい消費」等）を含む４R を積極的に打ち出す。

・基本理念について。資源化と並行して、「エネルギー化」を入れるべき。また、「燃やさない」と
いう表現は、現在も実行している燃焼処理（熱の利用）に矛盾する。一言加え「むやみに燃やさな
い」とすべき。

・災害廃棄物処理計画との連携を明確にした計画の策定が必要ではないか。

・災害対応について、平常時に近隣地域および他の市町村とのネットワークづくりと情報交換などを
行うことに特に力を入れる必要がある。

【食品ロスについて】

・すぐにごみになるプラをなるべく使わない方向に、市民を誘導できるような方策を考えては。

・プラスチック製品のリデュースを推進することが重要。

・どのような行動がプラスチック減（リデュース）やリサイクルにつながるのかを体系的に市民に知
らせる。

・プラの再利用も大半は燃焼されており、ものすごく高いコストをかけてまで再利用することが本当
にごみ削減の本来の趣旨であるとは思えない。
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